



A study on the Residential Consciousness of Junior College Students 












































































































































































































































































最小 5.04（㎡） 16.2（㎡） 14.4（㎡） 34% 101%
最大 14.87（㎡） 36.18（㎡） 33.21（㎡） 200% 600%
平均 8.84（㎡） 26.52（㎡） 18.73（㎡） 75% 224%
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卒業後、実際に
ルームシェアをしようと思いますか
ルームシェアに興味がありますか はい14 いいえ 8 不明 3
不明 4はい 9 いいえ 12
浅見　美穂
─ 30 ─
Ⅴ．まとめ
以上のように、卒業後ルームシェアでの住まい方を想定し、住まいのプランニングをおこな
う課題を通して、短大生たちはかなり具体的に今後の生活設計を想像することができたと言え
るであろう。ワークシートからは、彼女たちのライフスタイルや趣向を垣間見ることもでき
た。25歳という遠くない将来という設定も功を奏しているかもしれない。プランニングでは、
スケール感覚は乏しく作図能力には欠けるものの、各生活行為ごとに必要な家具や物があるこ
とに気づき、部屋を区切り、その中に必要なレイアウトをおこなうことができている。
祖父母や叔父叔母、使用人も同居していた昭和初期の暮らしとは違い、現代の短大生は大半
が核家族で兄弟も少なく、地域社会とも希薄な中で、自分だけの個室を持つのが当然の暮らし
をしてきているため、住まいの中で人との関係性を学ぶ機会は減っているといえる。ルームシ
ェア居住を考えることは、自分だけのことでなく他人の暮らしも理解し、人への気遣いや人と
の関係性を学ぶことに他ならない。その学びは短大生にとって、現在の自分の住まい方や家族
との関係を再認識することにも繋がったようである。
自立した生活に向けて家族との暮らしを離れた場合、一人暮らしでは寂しいが、何でも話せ
る気の置けない友人との暮らしなら楽しく賑やかであろう。しかし一方で自分の時間が少なく
なり、自由がきかなくなるリスクも伴う。人と人との繋がりや絆を求めている反面、自分のこ
だわる部分も持ち、他人に干渉され過ぎたくない、気を遣うのは疲れる、などの現代の都会に
暮らす若者が持つ、相反する二面性が、今回の課題分析からも表現される結果となった。
これらのことから、今後の住居を考える上で、個々のプライバシーはきちんと守り、その上
で人との関係性が築いていけるような、「適切な距離感」が確保されることが必要であること
がわかる。パブリック空間とプライベート空間の空間構成をどのような割合で融合させるかと
いう物理的な側面も重要であるが、住み手の生活上のルールや暮らし方の工夫など、個々の住
意識にも深く関わることが示唆された。
[注]
１）独立行政法人 都市再生機構　http://www.ur-net.go.jp/sumai/
　　横浜支店　電話によるヒアリング調査2014年９月16日による。
２）目白大学短期大学部生活科学科　ディプロマポリシーからの引用。
３）建築基準法では、居室（人が長い時間過ごすと想定される部屋）には、採光が確保できる窓の面
積（＝有効採光面積）を部屋の床面積の1/7以上設けなければならない規定がある。その有効採光
面積が確保されない居室を無窓居室という。
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